
９  学級担任・ 教科担任の役割（ 適切な指導・ 支援を 行う ために）  

 学校園の通常の学級に在籍し ている支援が必要な子ども たちについて、 個々の困難さ を

見つけ出し 、 適切な支援を 行う ためには、 普段の様子を知っ ている学級担任や教科担任の

役割が大き いと 言えます。 学級担任や教科担任は、 以下の役割を 普段から 心がけるこ と が

求めら れます。  

 

早期の気づき  

 子ども たちが出す様々なサイ ンを見逃さ ないこ と が大切です。 例えば、「 文字を よく 書き

間違える」 等の学習面でのサイ ンや、「 友だちと よく ト ラ ブルがある」 等の生活面でのサイ

ン など、 子ども たちのち ょ っ と し たつまずき や困難さ を敏感に感じ 取ろ う と する姿勢が求

めら れます。  

 

原因や傾向の究明 

 子ども たちが示すつまずき や困難さ の背景には、必ず原因や傾向があり ます。例えば、「 指

示が覚えら れない」 のは、 ①まっ たく 覚えら れないのか、 それと も 3 つ指示を聞いたら 、

そのう ち１ つは覚えていら れるのか。 また、 ②学習に集中し にく い場合は、 どんな時に集

中が途切れるのか、 集中が持続する教科や課題は何か。 こ のよう に、 子ども の困難さ の傾

向が明確になり 、 原因も わかれば、 支援の方法や頻度を考えやすく なり ます。  



適切な支援 

 子ども の困難さ を 早期に発見し 、 その原因や傾向がわかっ てく ると 、 その次にはどのよ

う な支援を するかが求めら れます。 その子ども に合っ た適切な支援を 行う ためには、 ある

程度の基礎的な知識が必要です。 4 1 ページから の「 1 2  子ども のやっ ていき にく さ にど

う 対応するか」 を参考に支援の仕方を考えまし ょ う 。 ただし 、 一人で考えないで、 校園内

委員会で検討する等、 組織的に取り 組むよう にし まし ょ う 。  

 

温かい学級経営 

 支援が必要な子ども たち に適切な支援を 行う ためには、 支援が必要な子ども を 含めた学

級全員が、 互いの良さ を 認め合い大切にさ れている こ と を 実感できる温かい学級経営を 心

がけるこ と が重要です。 また、 学級担任や教科担任が支援が必要な子ども たちへどのよう

な関わり を し ている かの見本を示し ながら 、 周囲の子ども たちへの理解を 促し ていく こ と

が求めら れます。  

 

【 幼稚園での取組】 みんなで一緒にリ レ ーをし よう （ ５ 歳児）  

 自由な遊びで楽し んでいた“ ト ラ ッ ク リ レー” を ク ラ ス全体でするこ と になり まし た。

リ レーをし たあと で、 欠席し ていたＡ さ んのこ と を気にかけたク ラ スの友だちから 、「 楽し

かっ たから 、 次はＡ さ んも 一緒にし たいな。」 と いう 声があがり まし た。 し かし 、 A さ んは

他の子より も 体が小さ く 、 体力も あり ませんでし た。 そのため、 他の友だちから 、「 ほんま

や。 でも Ａ さ んはみんなと 一緒（ の距離） は走れないよ な…。」 と いう 声があがり まし た。 

教師がホワイ ト ボード に今日のリ レ ーのコ ースを書いて、 視覚的にわかり やすく 話し 合

いができ るよう にし まし た。「 短く 走っ たら いいやん。」 と いう 話があり 、 各々から コ ース

を 短く する方法を出し 合いまし た。 Ａ さ んはみんなと 違う コ ースを走るのは嫌だと 思う と

いう 意見にまと まり 、 A さ んも 他の子と 同じ コ ースを走っ て、 誰かがお手伝いを すると い

う こ と に決まり まし た。 また、「 Ａ さ んはまっ すぐ 走るコ ースの方がスピード が出るかも 」

と 言う 友だちの意見も あり 、 ト ラ ッ ク コ ースの直線をＡ さ んが

走ると いう こ と になり まし た。  

後日、 Ａ さ んも 他の子と 一緒にト ラ ッ ク リ レーをし て遊びま

し た。 Ａ さ んは手伝っ てく れる選手２ 人と 一緒に無理なく リ レ

ーを楽し むこ と ができ 、 と ても 満足そう でし た。 Ａ さ んがみん

なと 一緒に楽し むための方法を教師から 提案するのではなく 、

子ども たちが自分たちで話し 合い、 Ａ さ んにと っ ても 、 みんな

にと っ ても 一番よい方法を 見つけ共有するこ と ができまし た。  

 

わかり やすい授業・ 教室環境 

 支援が必要な子ども に適切な支援を行う のは、 必要不可欠なこ と です。 支援を 進めてい

く と 、 A さ んのために行っ ている支援は、 実は A さ んだけではなく 、 周囲の他の子ども に

も わかり やすく なっ ている こ と があり ます。 こ のよう に、 ある子ども にと っ て「 必要な支

援」 は、 他の子ども にと っ て「 あっ たら 便利な支援」 と 言えます。 こ れを 「 授業のユニバ

ーサルデザイ ン化」 と 言います。 3 1 ページから の事例を参考に、 学級の子ども たちにと っ



て「 あっ たら 便利な支援」 を積極的に取り 入れまし ょ う 。  

 

保護者と の信頼関係 

 学級担任が子ども の困難さ に気づき 、 適切な支援を行っ ていく ためには、 保護者と の連

携や協力が不可欠です。 学級担任は、 学校園での子ども の状況や変化等を 保護者に丁寧に

伝え、 保護者の願いや思いを 丁寧に聞く こ と によっ て、 学校と 家庭が同じ 目標を も っ て支

援にあたるよう に努めまし ょ う 。  

 

学級担任・ 教科担任へのサポート 体制 

 学級担任や教科担任は毎日子ども たちに接し 、 支援を 行います。 そ

の学級担任や教科担任を サポート する体制を 校園内で確立する 必要

があり ます。4 ページから の「 ３  校園内支援体制の充実」を 参考に、

各学校園で体制づく り を行いまし ょ う 。また、学校園の組織は子ども

たちの様子や所属する職員によっ て少し ずつ変化し ます。毎年見直し

を行い、実効性の高い「 チームと し ての支援体制」を確立し まし ょ う 。  

 

特別支援学級と 交流学級の連携 

 特別支援学級に在籍する 児童生徒が、 持てる力を 十分に発揮し 生き 生き と 学校生活を 送

るためには、 特別支援学級担任と 交流学級担任と の連携や協力が不可欠です。 また、 特別

支援学級児童生徒への交流学級担任の関わり 方によ っ て、 交流学級児童生徒の関わり 方や

捉え方が大き く 変わっ てき ます。 特別支援学級に在籍する児童生徒には、「 学校全体で見守

り ・ 関わる」 体制や意識を 持つよう にし まし ょ う 。  

 

【 小学校での取組】 はっ き り と 話すこ と が増えてき た B さ ん 

３ 年生の B さ んは、 発語が少なく 、 意思がう まく 伝えら れないため、「 いや！」 と 言っ て

拒否するこ と が多く あり まし た。 そこ で、 B さ んが少し でも はっ き り と 話すこ と が身につ

けら れるよう に、 交流学級での朝の会や終わり の会の司会、 給食

の挨拶等を毎日続けまし た。 初めは、 一音ずつゆっ く り と 発音し

ていまし た。 交流学級の子ども たちは、 B さ んが話すのをゆっ く

り と 待っ てく れていまし た。 今では、 B さ んも 他の子と 同じ く ら

いの速さ で司会を 進めるこ と ができ るよう になり まし た。 また、

朝の会のスピ ーチの時も 、 交流学級の子ども たち が、「 何を 話し

たいのか聞き 取ろう 」 と 静かに真剣に聴いてく れるので、 発音も

かなり 明瞭になり まし た。 それに伴っ て、 学級の友だちと 会話が

でき るよう になっ てき ています。  

 


